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励
し
た
い
。
一
③
議
入
学
級
バ
小
学
校
下
別
と
し
て
来
た
が
、
文
部
省
の
旦
す
と
ゴ
瀞
通
病
死
の
場
合
怜
、
一
り
に
な
り
殺
す
。
£
る
執
が
符
一

人
い
つ
か
は
父
と
な
り
、
一
老
人
の
若
返
り
、
奉
仕
的
考
一
擦
と
し
た
家
際
教
育
は
、
笠
満
期
保
険
金
百
円
僚
の
保
険
金
一
な
り
ぬ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
態
サ
計
一

町
と
な
る
宿
命
で
あ
る
ι

控
縮
一
え
方
、
老
人
病
の
池
一
撃
を
一
豊
富
の
向
上
は
婦
人
だ
け
が
骨
訴
訟
判
交
通
事
故
な
ど
一
護
般
に
よ
っ
て
築
許
し
た
と
と
一

の
し
ぱ
な
し
吋
患
の
受
け
放
一
ね
ら
い
と
し
て
老
人
学
級
を
一
で
は
い
け
な
い
。
男
性
た
互
の

J

災
害
で
死
亡
し
た
場
合
同
仙
、
一
る
、
結
婚
に
必
要
な
資
金
は
最
一

し
で
は
人
翻
の
道

15む
と
一
一
開
く
。
一
主
人
の
教
育
と
協
力
が
な
え
満
期
保
険
金
の
亘
倍
の
保
険
金
官
、
男
子
一
は
四
十
J
五
千
万
円
一

は
言
え
ま
い
喝
一
@
婦
人
と
一
般
人
者
の
家
庭
教
一
て
は
い
け
な
い
と
ゅ
う
と
と
ふ
が
支
払
わ
れ
尽
て
た
お
、
無
一
女
子
は
抵
十

l
七
十
万
円
が
必
一

③
短
歌
、
民
謡
、
音
楽
、
健
全
一
育
学
級
o

f

一
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
監
事
満
期
治
迎
え
ら
れ
た
時
ほ
お
一
菜
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
一

娯
楽
の
奨
励
、
忠
孝
の
よ
う
一
従
来
綿
入
学
級
と
ゅ
う
の
が
一
教
育
時
寸
級
と
し
て
婦
人
と
主
満
期
保
険
金
の
品
問
契
約
期
間
寸
そ
の
時
期
に
な
っ
て
一
度
w
よ

な
道
徳
は
現
代
人
に
は
話
し
一
あ
っ
て
、
婦
人
に
も
つ
ば
ら
一
人
を
交
替
に
来
て
も
ら
っ
て
一
に
応
じ
た
配
当
金
命
問
時
に
受
一
闘
用
立
て
る
よ
と
は
な
か
な
か
む
一

も
し
に
く
い
し
、
開
く
人
も
一
必
要
な
知
識
や
技
能
を
教
育
一
相
互
学
習
を
し
た
い
。

(
N
)
ー
け
取
る
と
み
が
で
含
ま
す
。
一
づ
か
心
ト
ζ

と
で
す
e

一

少
な
い
が
十
人
闘
の
情
操
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一
芸
、
同
じ
契
約
期
間
一
平
年
一
郵
便
局
目
、
尽
の
よ
う
な
主

い

う

、

本

来

の

姿

の

顕

現

丘

中

卒

中

雫

一

史

家

族

保

険

官

加

入

し

、

毎

一

険

度

の

商

い

吉

田

パ

1
保
険
よ

訴

え

て

の

警

は

、

現

代

人

一

生

活

設

計

に

簡

易

保

険

を

月

四

一

室

百

円

の

保

険

料

喜

一

、

一

枚

の

保

険

撃

で

議

会

一

が
こ
ぞ
っ
て
賛
成
す
る
で
あ
一

J
目

l

一
ヤ
一
ヤ
甲
守
十
払
い
に
な
り
官
す
と

:ζ
恋
人
一
員
宏
保
隣
す
る
「
家
族
保
険
均
一
一

ろ
う
a

I

一
郵
便
局
で
は
、
学
部
員
、
結
婚
一
険
を
利
用
し
宮
す
と
、
生
命
令
)
に
百
万
円
円
災
害
な
ど
万
円
死
一
子
供
さ
ん
の
瀧
休
日
記
念
に
は
一

前
記
の
よ
う
な
さ
ブ
ア
喜
一
老
後
の
生
活
安
定
等
の
資
産
一
保
障
し
な
が
ら
貯
蓄
で
き
る
の
で
し
た
君
主
要
巴
奥
一
議
議
険
定
一
揃
え
て
干
に
加
入
一

割
を
盛
ん
に
し
て
、
心
の
な
一
り
に
、
簡
易
保
険
の
ご
利
用
を
一
で
ま
さ
に
-
石
二
鳥
と
い
え
ま
え
に
四
十
万
円
、
子
供
?
~
一
を
呼
び
か
け
て
い
卒
、
一

ど
や
か
容
や
、
奥
深
い
寛
容
一
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
筒
一
し
よ
う
e

ぎ
た
簡
易
保
険
間
十
は
何
人
あ
っ
て
も
、
一
人
に
つ
一
子
供
怠
ん
の
将
来
の
た
め
の
ヱ

の
態
度
錦
、
つ
ち
か
う
と
と
一
易
保
険
の
特
徴
は
貯
蓄
と
生
命
一
月
掛
で
骨
罰
金
制
度
を
と
っ
て
い
さ
平
方
円
の
保
障
が
つ
ノ
章
一
資
禽
結
婚
資
金
一
、
あ
あ
い
止

が
欲
求
さ
れ
る
の
も
当
然
で
一
の
保
障
を
兼
ね
て
い
る
ζ

と
で
一
ま
す
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
官
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
霧
器
生
減
刑
事
応
の
ぬ
め
の
よ

あ
る
。
一
部
品
字
、
普
一
す
o

最
近
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
一
う
ち
に
掛
け
続
け
る
こ
と
が
で
「
護
保
墜
は
お
子
様
窓
生
一
宮
づ
べ
り
に
川
郵
便
局
の

2

3

備
化
す
る
よ
足
努
め
て
奨
一
交
通
戦
争
の
中
で
生
活
し
な
け
一
を
ま
す
。
安
い
保
険
料
で
保
障
パ
れ
に
な
っ
た
時
誕
生
記
念
と
一
易
保
昔
話
用
下
さ
い
。
一

め
た
い
。
一
れ
ば
な
ら
な
い
私
達
に
と
っ
て
一
の
大
ご
「
ク
ロ
パ
!
保
険
呈
し
て
加
入
し
で
お
ら
れ
ま
す
と
一
な
宅
一
月
か
ら
目
覚
官
一

@
報
恩
一
滴
も
み
選
出
関
の
展
開
。
一
万
一
の
場
合
家
凶
器
経
済
的
に
一
一
枚
の
保
険
証
書
で
家
族
会
吉
岡
毎
月
の
掛
金
千
八
一
塁
十
一
円
で
一
の
間
「
明
治
百
年
観
念
生
活

ll

一

一
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適
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期
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歳
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〈

選

動

一

@

愛
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班

の

育

成

指

導

。

ー

一

因

ら

な

い

よ

う

万

全

の

備

え

を

志

保

障

さ

れ
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「

家

族

保
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戸
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一

十
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阿

め
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険

金

に

約

二

十

万

一

展

開

し

て

い

奮

す
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h

吋

⑤
子
供
会
の
育
成
。
一
す
る
事
が
肝
要
で
す
。
一
を
利
用
す
る
ζ

と
が
お
と
く
で
一
・

2

-

一

回
幼
児
作
品
展
示
会
内
小
学
校
一
こ
の
た
め
、
郵
便
局
の
簡
易
保
一
す
。
た
と
え
ば
、
ご
主
人
が
コ
ヱ

m

吋

‘

内

h

m

下

別

〉

一
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1一
十

五

才

で

吋

契

約

期

間

二

十

年

内

十

一

一

バ
も
の
で
は
な
い

ι

;

川
市
佐
川
い
jeFiji-VLF-
プ
幼
児
と
公
民
館
と
の
時
ひ
っ
一
写
棄
は
優
良
母
親
の
表
彰
一
保
険
金
百
五
十
万
円
、
月
掛
保
ぜ

J

4
0腎
世
暗
殺
ラ
ブ
の
宵
一
と
も
大
事
だ
と
亭
コ
。
百
帽
す
た

1守
主
唱
え
崎
明
か
沿
い
か
と
一
者
及
母
会
讃
え
作
文
の
入
一
険
料
}
同
一
千
五
百
二
十
五
円
お
一

十

重

H

て

J

U

I

一
つ
も
変
り
の
な
い
米
、
い
雫
大
一
一
探
じ
て
み
た
が
、
と
の
位
の
一
選
者
{
「
ク
ロ
バ

l
保
険
」
に
加
入
ル
志

乃
一
一
一
一
国

J

一
豆
、
義
一
査
と
契
た
ば
ζ
籍
も
一
亡
、
と
に
お
も
つ
い
た
J

絵
画
一

}
上
、
進
路
決
)
ク
ラ
ブ
活
動
が
必
要
な
こ
と
は
一
よ
い
が
、
そ
の
大
型
化
が
何
よ
一
工
作
、
切
紙
、
そ
の
他
何
で
一

あ
る
。
一
同
志
で
気
の
合
っ
ー
犯
人
選
が
進
一
り
も
必
要
で
ふ
党
そ
し
て
新
一
も
よ
い
。
そ
う
し
た
も
の
の
一

で
あ
る
。
大
T
よ
ん
で
集
ま
り
、
気
楽
に
諮
り
合
一
農
業
の
導
入
も
必
需
大
型
化
一
ー
…
展
示
会
を
や
り
た
い
。
幼
児
一

Z襲
藷
ェ
一
ぃ
官
、
気
楽
に
勉
強
す
る
。
一
震
に
ぎ
わ
し
い
審
理

l
点
、
学
校
ヘ
就
学
す
る
ま
一

も
よ
い
J

腐
滞
お
よ
一
こ
れ
は
地
械
性
は
な
い
け
れ
ど
一
り
新
産
業
の
樽
入
が
急
務
で
あ
「
で
の
子
供
で
あ
る
。

J

一

に
独
立
独
歩
吋
人
生
一
も
楽
し
み
な
が
ら
呂
的
を
透
す
み
宮
果
需
用
語
等
、
試
一
@
隣
人
語
教
育
一

語

沿

い

ぞ

と

も

雲

る

hS五
手
段
と
じ
て
バ
社
会
員
縫
合
員
梶
山
風
土

φ事
あ
一

d

一

地
治
問
診
}
州
知
エ
坊
の
ヱ
員
と
し
で
働
く
官
必
要
な
集
団
と
言
え
よ
う
。
一
も
の
を
今
か
ら
選
定
す
る
の
も
一
ー
@
部
落
懇
談
会
一

応
い
J
O

可
令
よ
い
が
、
自
立
じ
/
て
や
れ
一
そ
れ
に
よ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
が
当
哀
し
て
仲
間
駄
で
は
な
い
で
あ
る
プ
警
へ
出
向
い
て
懇
談
し
っ
一

J

一
る
商
号
位
、
妙
味
も
生
き
が
い
一
を
得
た
人
で
あ
れ
ば
十
分
に
揮
一
九
試
作
記
録
は
一
般
に
資
料
一
つ

A

公
民
館
の
事
幾
の
協
力
を
一

円
め
る
必
ゅ
う
も
の
可
前
記
の
奮
発
揮
ー
が
出
来
る
@
古
跡
調
一
と
し
烹
公
開
し
、
批
判
引
事
一
求
め
た
り
、
部
落

2
2一

ょ
ヴ
な
加
閥
単
伝
技
術
で
も
寸
分
定
、
岩
石
調
べ
、
楠
物
調
て
一
公
民
館
予
保
存
す
る
。

H

一
関
い
て
い
ぎ
た
い
。
懇
談
会
一

五
じ
で
で
行
け
る
し
、
ん
の
女
l
名

勝

地

調

べ

等

に

山

野

安

歩

営

一

一

で

は

、

何

か

各

部

落

で

一

ッ

一

一
下
一
?
な
く
忠
商

-m営
業
宮
山
一
間
り
、
古
跡
の
古
い
ロ
マ
シ
ス
一
。
情
操
教
育
て
吋
ツ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
一

7
1
U
人
伎
を
楽
じ
む
じ
と
が
{
を
採
り
な
が
ら
、
郷
土
史
を
調
一
①
母
の
日
の
行
事
一
も
ら
っ
て
、
一
歩
℃
も
前
進
一

号
、
白
期
間
耐
同
人
の
丁
稚
器
公
一
ベ
る
。
社
会
、
理
科
の
勉
強
に
一
時
の
恩
愛
ば
真
に
切
に
し
て
一
I

】
ず
る
よ
う
に
勉
強
し
て
も
ら
一

察
官
会
、
ら
一
も
な
る
。
夏
春
冬
の
休
み
な
ど
一
深
い
も
の
が
あ
る
。
ー
父
め
日
十
う
よ
う
に
な
る
務
命
望
ん
で
一

「
ら
号
、
一
常
利
用
し
て
の
ハ
イ
キ
シ
グ
の
一
も
あ
る
が
‘
ま
だ
一
般
院
は
~
い
る
@
↑

の
人
に
な
も
の
で
あ
る
。
竪
〈
る
し
一
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

2成
入
学
級
の
開
講
。
一

品
一
口
え
ぼ
、
青
空
植
物
教
翠
、
一
為
。
品
ゅ
の
恩
愛
を
凶
闘
し
て
一
一
般
林
段
、
機
駕
栽
培
、
畜
一

強
社
合
教
室
と
で
も
ゅ
う
ベ
一
日
常
の
行
動
の
上
に
敬
し
愛
一
盤
、
一
般
緋
穂
、
果
樹
等
、
一

か
た
聞
き
た
い
。
一
ず
る
心
を
表
ず
る
。
児
蜜
佐
一
各
部
門
別
の
講
師
に
よ
る
畑
一

一
徒
の
作
文
、
「
般
人
の
関
心
一
議
述
と
安
校
、
実
習
院
よ
り
一

躍
壊
の
綾
盟
十
議
一
個
ず
る
笥
車
道
徳
一
進
め
て
ゆ
命
中
央

樽
入
関
拓
。

ζ

の
と
一
の
脚
本
畿
で
あ
お

4

刊
で
行
予
。
ぽ
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